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 琵琶湖では1977年に初めてUroglenaによる大

規模な淡水赤潮が発生して以来、県民や行政の

水質に対する意識が高まり、1980年には富栄養

化防止条例が施行され、有リン洗剤等の禁止や

流入負荷削減対策等により富栄養化現象は抑制

されてきている。しかしながら、在来魚介類は

減少してきており、その原因としては、栄養塩

類の低下による植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの減少や水産魚介

類の繁殖環境の場となる水辺環境の悪化など、

いろいろな原因が考えられている。 

今回、琵琶湖の内部生産の原動力となってい

る植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの長期変動やその植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの

捕食者である動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ（在来ﾐｼﾞﾝｺ）への生

態影響などについて報告したい。 

 

１．植物プランクトンの長期変動 

琵琶湖における植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ種類数の変化を

みると、湖水1mL中に1980年代は各地点で30種

以上観察されていた。しかし、1990年代に入る

とその種類数は急速に減少し、2000年以降では

各地点で平均10種程度にまで減少してきてい

る。特に、減少傾向を示した種類は、古くから

広く分布していたPediastrumやStaurastrumな

どの緑藻であることが明らかとなった。一方、

増加してきた種類は、微細な細胞が集まって群

体を形成するようなAphanotheceやGomphosphae

riaなどの藍藻であることも明らかとなった。 

琵琶湖北湖における植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ現存量の変

化は1979～1989年までの期間は大きな増減を繰

り返し、1990年以降はやや増加傾向が一時的に

認められたものの、2002年以降は低い値で推移

し、明らかに琵琶湖では植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ量が減少

していることが明らかとなった。 

しかし、この総細胞体積量に占める藍藻の割

合についてみると、1979～1986年までは少なか

ったが、1987年以降、徐々に増加し2000年以降

には、総細胞体積量に占める藍藻の割合が50%

以上になる時期が認められた。さらに、植物ﾌﾟ

ﾗﾝｸﾄﾝ細胞ｻｲｽﾞ別の総細胞容積量の変化をみる

と、1985年以降、4,000μm3/cell以上の大型緑

藻のStaurastrumやClosteriumなどの種類が減

少傾向を示し、100μm3/cell以下のｻｲｽﾞの小型

のAphanotheceなどの藍藻種の占める割合が高

まっていることが明らかになった。 

次に植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの各細胞を取り巻く無色透

明の寒天質状物質（粘質鞘）を有する種類につ

いて変化をみた結果、植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ総体積量は

減少傾向を示すのに対し、粘質鞘の総体積量は

各地点で顕著に増加していることなども明らか

となってきている(一瀬ら，2013)1) 。 

 

２．動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝを用いた生態影響試験 

琵琶湖で増加傾向にある藍藻など植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄ

ﾝの種類が動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝにとって良い餌資源とな

っているのかについて検証するため、琵琶湖か

ら分離したDaphnia(在来ﾐｼﾞﾝｺ)に対して、藍

藻、緑藻、珪藻の計13種類の分離した植物ﾌﾟﾗﾝ

ｸﾄﾝを用いて、その成長や繁殖阻害の有無につ

いて調べた。その結果、カビ臭を生成するよう

な藍藻に属するPhormidiumや超微細なﾋﾟｺ植物

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは、ﾐｼﾞﾝｺ類の餌としては不適であり、

親ﾐｼﾞﾝｺに成長するまでに斃死するものも多か

った。また、藍藻の中でもｱｵｺの原因となる浮

上性で群体を形成するAnabaena やMicrocystis

 はﾐｼﾞﾝｺの成長阻害とはならなかったが、産仔

数としては少なかった。これに対して緑藻に属

するClosterium や珪藻のAsterionella は大型

であるが、ﾐｼﾞﾝｺの餌としては比較的優れてお

り、産仔数も多いことが明らかになった(一

瀬，未発表資料)。これらの結果から、近年増

加傾向を示す藍藻は、ﾐｼﾞﾝｺなどの動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

にとっては成長阻害や繁殖阻害となっている可

能性があり、さらに、これらの動・植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄ

ﾝを餌としているｼｼﾞﾐやﾓﾛｺ・ﾀﾅｺﾞ等の水産魚介

類にも影響を及ぼしている可能性があると考え

られた。今後、さらに統計的な解析ができるよ

う検体数を増やし、動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝにとって成長

阻害や繁殖阻害となるような植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの種

類をより明確にし、琵琶湖の水産魚介類の餌資

源の復活のための一助としたいと考えている。 
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